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n＝ 4で p(R)＝ .40で、ある共有情報が議論され
る確率 p (Ds)は .87になる。それが、非共有情報





























　例として、3人集団が 2つの選択肢 Aと Bのど
ちらかを選択する意思決定を行なうというシンプ
ルな状況を仮定する（表1参照）。もしAに有利な
情報のアイテムが 7つあったとし（a1, a2, a7と表
される）そしてBを支持する 4つの情報があると
する（b1, b2, b3, b4と表される）。表１には、これ
らの情報が議論前の集団メンバー間にどのように
分布しうるかの 4 つのケースを提示している
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W氏 16 24 22
 Z氏 14 06 08
就職問題
 X氏 20 18 14

































   応用社会学研究　2002　№44　　65
観察されたのは、測定時期とモードの交互作用だ
けであった（F (1,28)＝ 6.03, p＜ .05）。さらに単
純主効果の検定の結果、議論後におけるモードの




















































  3－ 0 2 　0
  2－ 1 3 　5
ＣＭＣ
  3－ 0 3 　0
  2－ 1 5 　2
　この実験では、対面もCMCもどちらも 3人集
団での討議であったため、集団討議前に形成され
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